
 

 

   

        
 

2月の園だよりでお願いしておりました通り、 

３月２５日（土）は新年度の保育の準備（大掃除、

ロッカー移動、名前の貼り替え、保育室の模様替え

等）を予定しています。 

保護者の皆様には大変ご迷惑をおかけいたしま

すが、できる限りお休みのご協力をお願いいたしま

す。 

                                                         

                                                                                                                             

                        
 

                           

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                         

                          

                         

 

                   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１日（水） りすぐみ身体測定   

      バイキング給食（3歳以上児）   

２日（木） うさぎぐみ身体測定 

       交通安全集会（３歳以上児） 

３日（金） こぐまぐみ身体測定 

      ひなまつり集会（３歳以上児） 

６日（月） ぱんだぐみ身体測定 

７日（火） お楽しみ会（ぞうぐみ） 

      きりんぐみ身体測定 

８日（水） 誕生会（３歳以上児） 

ぞうぐみ身体測定 

バイキング給食（３歳以上児） 

職員会議（１８：３０～） 

９日（木） 英語であそぼう修了式（ぞうぐみ） 

１３日（月） 防災集会（３歳以上児） 

       避難訓練 

１５日（水） お別れ会（きりん・ぞうぐみ） 

       バイキング給食（３歳以上児） 

１９日（日） 卒園式（ぞうぐみのみ） 

２２日（水） バイキング給食（３歳以上児） 

       職員会議（１８：３０～） 

２９日（水） バイキング給食（３歳以上児） 

       職員会議（１８：３０～） 

 

 ＊毎週月、金曜日…英語であそぼう 

        （ぱんだ・きりん・ぞう） 

＊毎週月曜日６か月未満児発育測定 

 

  

２０２３. ３．１ 小原 美由紀 

行 事 予 定 
３月 園 だ よ り 

 まだ少し寒さを感じますが、差し込む日差しが柔らかく、春を感じます。 
いよいよ卒園・進級のときを迎えます。今年度も、新型コロナウィルス感染症拡大防止のた

め、いろいろ制限された中で、子どもたちが、充実した毎日を送れるようには、どうしたらい

いのかと試行錯誤しながらの一年でした。保護者の皆様には、様々な変更、対応にご理解、ご

協力いただき、心より感謝申し上げます。その中でも、この一年間子どもたちは、柔軟に対応

していく力もつき、様々な経験をしてきたことで、一人一人できることが増え、自信や成長に

つながってきたように思います。あと 1 か月、進級に向け、子どもたちと進級するクラスに遊

びに行く機会を作り、少しずつ新しい環境に慣れていきたいと思います。 
 今年度は２２名の卒園児が巣立っていきます。最近では、友だち同士で就学を意識した会話

をする姿も見られ期待が膨らんでいるようです。卒園までの日々、子どもたち一人一人の成長

の喜びを感じながら、自信と希望をもって新しい年度へ進めるように見守っていきたいと思い

ます。保護者の皆様には一年間ご理解とご協力をいただきありがとうございました。 

 
 

卒園式のおしらせ 

ぞうぐみ２２名が卒園します。 

とき  ３月 １９日（日） 

時間  １０：００～（９時１５分～３０分までに登園） 

場所  認定こども園ベアーズ遊戯室 

参加者  ぞうぐみ園児 

     卒園児（ぞうぐみ）の保護者 

※在園児は参加しません。 

※詳細につきましては、後日手紙にてお知らせ 

いたします。 

おねがい 

3月3日は耳の日 

 
「３」は耳の形に似ていることなどから 
３月３日は耳の日と言われています。 
言葉の発達は聞くことから始まります。 

子どもたちも日頃から、いろいろな音を聞

いたり相手の話に耳を傾けたりしながら

言葉を覚え知識を広げています。 
言葉の発達を促すためにも、よく聞くこ

と、話すことを大切にしたいですね。 
また、耳は音を聞くだけでなく体の平衡感

覚を保つための大切な器官です。子どもは

耳の病気にもかかりやすいので、日頃から

お子さまの様子をよく観察し、気になるこ

とがありましたら専門家に相談しましょ

う。 

 

 


